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Ⅰ　はじめに

箱根地域におけるオオハンゴンソウについては、

「神奈川県自然環境保全センター報告第4号」におい

て2005年、2006年に取り組んだ生育状況調査及び駆

除活動について報告したところであるが、2007年に

ついても継続して調査と駆除活動を行ってきた。

本稿では、2007年に行った生育状況調査と駆除活

動等について引き続き報告するとともに、今後の取

組みについて提言する。

Ⅱ　オオハンゴンソウについて

オオハンゴンソウは明治時代中期に北米から園芸植

物として渡来したキク科の多年生草本である。路傍や

荒地、湿原、河川敷などの肥沃で湿ったところで0.5ｍ

～３ｍの高さに成長し、7月～10月に黄色く目立つ花

を咲かせる。旺盛な繁殖力から主に北日本で野生化し、

全国に分布を広げており、各地の国立公園内や自然度

の高い場所にも侵入している。各地で駆除活動が行わ

れているが、本種の詳しい生理・生態についての研究

はまだ少ない。在来の生態系に影響を及ぼす危険性が

高いことなどから、2006年2月に外来生物法の「特定

外来生物」に指定され、本種の移動や人為的繁殖に制

限が加えられるようになった。

神奈川県内では箱根地域の他はほとんど見られず、

箱根地域への侵入については1970年代に仙石原湿原

で確認した記録があるが、それ以前については確認

できていない。種の自然散布により、少しずつ生育

範囲を広げ、今日に至っていると思われる。

写真１　オオハンゴンソウ（全体と花）

Ⅲ　箱根地域の生育状況調査

2007年は4月から11月まで、分布調査を昨年に引き

続き行った。調査は徒歩または車中からの目視によ

り行い、開花期は別荘地内の路地や空地なども積極

的に見てまわった。その結果、新たに14箇所で確認

し、確認地は合計39箇所となった。ただし、確認地
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数の増加は調査地域や調査頻度の増加によるもので

あり、分布域が拡大していることではない。分布調

査については、開花期は目につきやすいものの、開

花期以外は確認が困難のため、まだ未確認地点もあ

ることが考えられる。

新規14箇所のうち、推定株数規模では、100株単位

（1,000株未満）の場所が4箇所、10株単位以下（100

株未満）の場所が10箇所であった。今後新たに生育

地を確認したとしても、おそらく小規模な生育地で

あることが想定される。

これらの確認地の情報は、2006年に作成した「オ

オハンゴンソウ確認地カルテ2006」を改良し、引き

続き「オオハンゴンソウ確認地カルテ2007」を作成

し、将来的な群落の動向や駆除対策などに役立てる

予定である。

2006年から2007年に確認した地点の一覧を、表１

及び図１にまとめた。

Ⅳ　箱根地域の防除実施計画の策定

オオハンゴンソウは2006年2月に外来生物法による

特定外来生物に指定されており、2006年は特別保護

地区である仙石原湿原内の駆除においてのみ防除手

続きを行った。

2007年については、防除目標や防除期間を明確に

した上で駆除を行うことが望ましいことや、民有地

の駆除も行うためには公的なお墨付きがあったほう

が協力を得られやすいことなどから、箱根町全域の

防除実施計画を策定する方向で調整をすすめた。

2007年3月、神奈川県自然環境保全センターと箱根

町環境課が外来生物法に基づく防除の申請を行い、

国、県、町により協力してオオハンゴンソウの駆除

をすすめていく方針で環境省箱根自然環境事務所、

箱根町環境課と合意し、6月に防除実施計画書を作成

した。防除実施計画書では、箱根町全域のオオハン

ゴンソウについて「区域からの排除、または拡大の

低減化」を目標とし、2010年3月末までの期間、調

査・駆除・モニタリングを行うこととしている。

策定した防除実施計画書は、表２のとおりである。

Ⅴ　オオハンゴンソウの駆除活動

2007年の駆除については自然環境保全センター箱

根出張所職員が業務の中で行ったケースと、神奈川

県自然公園指導員や関係機関に呼びかけて、「オオハ

ンゴンソウ駆除隊」というボランティア活動として

行ったケースがある。2007年に駆除したのは、22地

点（延べ36地点）、駆除株数は約3万2千株となった。

駆除した日時や場所、概要などについては表３にま

とめた。

「オオハンゴンソウ駆除隊」については、2007年

度の年度初めに5月から9月までの駆除活動のスケジ

ュールを立て、毎月第2、第4水曜日を定期的な「箱

根オオハンゴンソウ駆除隊」の活動日とし、関係者

に呼びかけを行い、定期的に開催することとした。

神奈川県自然公園指導員、環境省パークボランティ

アの方々をはじめ、箱根町環境課、東京神奈川森林

管理署、環境省箱根自然環境事務所の応援をいただ

きながら、全部で7回、延べ103人の参加により、約3

万株を駆除した。特に今年は2万株以上あると推定し

ている駒ヶ岳山頂（A-2）を集中して3回行い、大き

な成果があった。

オオハンゴンソウ駆除隊の実施例として、7月25日

に駒ケ岳山頂で行った際の配布資料と結果報告書を

参考例として図２にまとめた。

写真２　駒ケ岳山頂での駆除作業

Ⅵ　今後の取り組みの課題

箱根地域で本格的にオオハンゴンソウの駆除活動

を開始して2年目となり、関係機関との連携や外来生

物の駆除活動の認知度もすすんできた。今後の取り
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組みにあたっての課題を3点挙げておきたい。

1 情報交換・情報発信の必要性

オオハンゴンソウ駆除については、全国各地で取

り組みがなされているが、生理・生態的特性につい

てはまだ不明な点が多く、どこも手探りで行ってい

る状況である。2007年1月、箱根出張所の主催で「オ

オハンゴンソウの情報交換会」を生命の星・地球博

物館にて開催したが、このような場の設定により、

駆除のノウハウや生理・生態学的な知見についての

情報交換がすすめば、より効果的な駆除対策なども

生み出されるかもしれない。また、インターネット

による情報発信についても実施していくことが望ま

しい。

２　経年変化の記録の重要性

湯坂路（A-1）については、2006年は約16,500株を

駆除したが、2007年は3,700株と、駆除株数が約4分

の１に減少した。また、仙石原湿原（B-1）でも2006

年は約3,800株の駆除が2007年は5月に約500株駆除し

た後はほとんど目につかなくなっている。

根茎からの駆除は短期的な効果が高いことは明確

だが、その後植生がどのように移り変わっていくか

について、それぞれの箇所の経年変化を取り続けて

いくことも重要になると思われる。次年度以降も確

認地カルテに情報を蓄積し、経年変化を追っていき

たい。

３　効果的な駆除ボランティアの実施

200７年のオオハンゴンソウ駆除隊では、大人数で

A～Cクラスの生育地を駆除してきたが、今後は少人

数でDクラスの小さな生育地を駆除していくことも

必要になってくる。これらの場所の駆除には開花期

に集中して駆除を行うことが効果的だが、開花した

株の周辺には開花しない未成熟株があることも多く、

生育地の根絶を目指すには未成熟株や幼体などを判

別するノウハウや知識が重要になると思われる。

次年度以降の駆除ボランティアについては、未成

熟株や幼体の判別をスキルアップする研修や、開花

期に駆除活動を集中させるなど、根絶に向けたより

効果的なボランティア活動を実施していくことが求

められる。

Ⅶ　おわりに

筆者はこの夏、日光国立公園で毎年行われている

オオハンゴンソウ駆除活動にボランティアとして参

加してきた。日光国立公園では、1976年から30年以

上駆除活動が行われ、近年は毎年8月に大きなイベン

トとして取り組まれている。参加した日も、地元だ

けでなく栃木県内や首都圏から300人近く集まり、約

2時間で3トン以上のオオハンゴンソウを駆除した。

しかしながら、駆除を行ったのは日光のごく一部

の区域であり、沿道ではあちこちで旺盛に黄色い花

が目につき、ここまで広がってしまうと「もう手遅

れ」という印象を受けてしまった。そして箱根では、

日光のように広がってしまわないように頑張りたい

と思うとともに、「まだ間に合う」という印象を強く

持った。

外来生物の駆除は長いスパンで取り組んでいかな

ければならない課題である。箱根出張所では引き続

き、ボランティアや関係機関の皆様と協力しながら、

オオハンゴンソウの調査及び駆除活動を継続してい

きたいと考えている。
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